
わくわくチャレンジタイム 
２月９日(月)、わ 

くわくチャレンジタ 

イムがありました。 

いろいろな運動や遊 

びを通して、運動の 

楽しさを味わい、運 

動が好きになってもらおうと運動委員会が

企画・運営を行いました。体育館では、ヒ 

ッティングシュー 

ト、ペットボトル 

ボーリング、フリ 

ースローを行いま 

した。運動場でも 

いろいろな運動を 

楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「弱さ」を「強さ」に変える支え合い 

ミラノ・コルティナ五輪のフィギュアスケート、「りくりゅう」ペアが感動の

逆転優勝で金メダル獲得。東海市で育った木原龍一選手が世界一に。美しい演技

に、そして、メダル決定前後の三浦選手との様子に涙しました。目標に向け、努

力し続ける「強さ」は当然感じますが、注目したいのは二人の支え合いです。シ

ョートプログラムでのリフトの失敗に落ち込み、動揺し、木原選手はフリーの当

日、朝からずっと泣いてばかり。励まし支えたのが三浦選手でした。普段は、忘

れ物の多い三浦選手とお互いに持ち物チェックをしたり、いつも時間ギリギリに

なってしまう三浦選手に声をかけたりして支えてきたのは、木原選手でした。互

いの「弱さ」を隠さずに認め合い、責め立てずに励まし合う、そんな優しさも二

人の「強さ」だと感じました。 

 明倫の子供たちも、互いの「弱さ」や「困り感」、「悲しみ」などを寛容に受

け止め、助け合える仲間を一人でも多く作ってほしいと思います。令和 7 年度の

学校生活で、仲間との協力の中で、きっと支え合いの場面があったことと思いま

す。 

                          （校長：鈴木悟志） 
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学校だより Ｎｏ.１１ 

令和８年 ２月２７日 

東海市立明倫小学校 
夢・汗・心 

なわとび発表会 
授業や放課に取り 

組んだなわとび運動 

の成果を、学年ごと 

に発表しました。児 

童はそれぞれに目標 

を掲げ、真剣なまな 

ざしで跳躍していました。リズムよく長時

間跳び続ける子、難易度の高い技に果敢に 

挑戦する子な 

ど、自分の記 

録更新を目指 

してがんばっ 

ていました。 

お疲れ様でし 

た。 

 

。 



黄色の安全帽子のゴム 
毎日の登下校や外 

活動のときに、児童 

は黄色の帽子をかぶ 

ります。最近、あご 

のゴムがない子やゴ 

ムがのびている子を 

よく見かけます。かぜの強い日は、飛ばさ

れやすくなり、安全面が心配です。安全帽

子と合わせて、赤白帽子も同様に点検をお

願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感謝の会 
２月２５日(水)に 

地域の皆様の代表の 

方をお招きし、感謝 

の会を開きました。 

支援をしていただい 

ている活動を紹介し 

た後、代表児童が感謝の手紙を読み上げ、

児童手作りの感謝状とカードを贈呈しまし

た。いつも子どもたちを温かく支えていた

だき、ありがとうございます。 

 


